
八
巻
頭
言
V

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
域
研
究
と
社
会
諸
科
学」

『
歴
史
と
未
来
』
第
十
四
号
発
刊
に
あ
た
っ
て

｜｜｜

中

血Q

告員

t;Jt 

去
る
十一
月
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で、
「
地
獄
研
究
と
社
会
諸
科
学」
と
題
す
る
国
際シ
ン
ポ
ジ
ウム
が
本
学
で
開
催
さ
れ
た。

国
際
社
会
の
諸
関
係
が
き
わ
め
て
多
面
的
に
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
情
況
下
で、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
や
民
族
が
国
家
と
し
て、
あ
る
い

は
国
家の
枠
を
超
え
て
か
か
え
て
い
る
問
題
併
を
内
在
的
に
と
ら
え
る
た
め
に、
地
域
研
究
（
〉『
g
ω
Z
丘
g）
の
重
要
性
が
機

織
な
か
た
ち
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
昨
今
で
あ
る
だ
け
に、
今
回
の
困
際シ
ン
ポ
ジ
ウム
は、
突
に
数
多
く
の
教
訓
を
私
た
ちに
与
え

て
く
れ
た。
乙
の
よ
う
な
国
際シ
ン
ポ
ジ
ウム
は、
本
学
に
とっ
て
も
初
め
て
の
試
み
で
あっ
た
が、
学
際
的
な
総
合
科
学
と
し
て

の
地
域
研
究の
発
展
が
従
来の
学
問
研
究、
と
く
に
既
成
の
社
会
諸
科
学
に
たい
す
る
挑
戦
と
なっ
て
い
る
の
で
は
ない
か
と
の
問

い
か
け
を
前
提
と
し
た
乙
の
よ
う
な
国
際シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は、
わ
が
国
で
も
初
め
て
の
も
の
で
あっ
た
とい
え
よ
う。

幸
い
に
し
て
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウム
は、
本
学の
長
幸
男
学
長
以
下、
関
連
教
官
や
本
学
事
務
関
係
諸
氏
の
御
協
力、
文
部
省
国

際
学
術
局
を
は
じ
め
で
と
する
資
金
援
助、
そ
れ
に
裏
方
を
担っ
て
く
れ
た
私の
研
究
室
の
諸
氏
や
多
く
の
学
生
諸
君
の
献
身
的
な

努
力
の
お
か
げ
で、
延べ
五
O
O
名
前
後
の
出
席
者
を
得
て
磁
会
で
あっ
た。

外
国
人
ゲス
ト
と
し
て
は、
『
文
化
を
超
え
て』
『
沈
黙
の
乙
と
ぱ』
な
ど
で
知
ら
れ
る
世
界
的
な
文
化
人
類
学
者エ
ド
ワ
ー
ド・

ホ
ー
ル
夫
安、
『
通
産
省
と
日
本
の
奇
跡』
な
ど
の
箸
で
注
目
さ
れ
て
い
る
チ
ャ
ル
マ
l
ズ・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
教
授
（
米カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大）
と『
ア
メ
リ
カ
人
の
臼
本
観』
の
著
者シ
l
ラ・
ジョ
ン
ソ
ン
夫
人、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
研
究
学
界
を
代
表
す

る
イ
ン
ド
ネシ
ア
研
究
の
大
家
ジ
ョ
ン・
レ
ッ
グ
教
授
（モ
ナッ
シュ
大
学）
、
オッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
日
本
研
究
所
長
の
気
鋭

政
治
学
者
J・
A－
A
ス
トッ
ク
ウ
ィ
ン
教
授、
『
儒
教
文
化
圏の
秩
序
と
経
済』
の
名
著
で
注
目
さ
れ
た
金
日
坤・
鈴
国
釜
山
大

学
教
授、
イン
ド
の
地
域
研
究の
中
心
ジャ
ワハ
ル
ラlル・
ネル
！
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究セ
ン
タ
ー
所
長
の
K
・
V－
ケ
サ
ヴ
ァ
ン
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教

授 、

そ

れ

に

中

嶋
ゼ

ミ

の

会

の

諸

君

と

は

お

な

じ

み

の

フ

ラ
ン

ス

国

立

政

治

学

財

団

の

ク
ロ

ー

ド

・

カ

ダ

l

ル

夫

姿

の

十

名

が

参

加

支
れ

た
。

国

内

ゲ
ス

ト

と

し

て

は
、

報

告

省

の
一

人

に

文

化

人

頬

学

者

の

中

村

光

男
・

千

葉

大

教

綬

が

加

わ

り
、

中

級

千

枝
、

山

崎

正

初 、

石

井

米

雄
、

米

山

俊

店 、

飯

田

経

夫 、

渡

辺

利

夫
、

猪

口

孝 、

黒

田

芳

郎

の

諸

先

生

が

デ

イ

ス

カ

ッ

サ

ン

ト

や
パ

ネ

リ

ス

ト

と

し

て
、

ま

た

宇

野

直

側 、

有

賀

貞 、

仮

筋一

雄

三
、

小

回

英

郎 、

片

倉

も

と

乙
、

位制

作

利

郎
、

加

資

谷

克

の

各

教

授

が

ゲ

ス

ト

と

し

て

参

加

さ

れ
、

本

学

地

域

研

究

研

究

科

の

活

先

生

多

数

が

報

告

や

討

議

κ

加

わ
っ

た
。

討

論

の

流

れ

は
、

当

然

の

乙

と

な

が

ら
、

地

域

研

究

と

は

何

か

を

綴

余

す

る

滋

論

を

底

流

に

し

な

が

ら

も
、

大

別

し

て

二

つ

の

方

向

に

あ
っ

た

と

い

え

よ

う
。

そ

の
一

つ

は
、

地

域

研

究

の

教

育
・

研

究

の

あ

り

方

や

デ

ィ

シ

プ

リ

ン

と

地

域

研

究

の

関

係
、

国

際

関

係

論

と

地

域

研

究

の

関

係

さ

ら

に

は

地

核

研

究

に

と
っ

て

の

外

国

語

学

習

の

あ

り

方

な

ど

の

万

法

論

的

な

議

論

で

あ

り 、

他

の
一

つ

は
、

対

象

地

域

を

分

析

す

る

越

本

視

座

を

個

行

の

文

化

的

特

性

に

求

め

る

べ

き

か
、

よ

り

普

遍

的

な

社

会

の

制

度
（

Z

2
F
7
5

5
ロ
）

に

求

め

る

べ

き

か

と

い
っ

た

ぷ

論

で

あ
っ

た
。

こ

う

し

た

諸

点

を

め

ぐ
っ

て

ぷ

論

は

と

き

に

は

ま
っ

乙

う

か

ら

対

立

し
、

と

き

に

は

共

鳴

し

な

が

ら

版

関

さ

れ

た

が
、

い

ず

れ

も

知

的

な

刺

激

に

日

む

も

の

で

あ
っ

た
。

内

外

の

第
一

線

の

研

究

釘

の

白

燃

し

た

村

論

を

傍

聴

し

た
於〆

加

布
、

と

く

に

院

生
、

学

生

諸

討

に

は
、

多

く

の

指

針

を

与

え

た

乙

と

で

あ

ろ

う
。

と

乙

ろ

で
、

か

つ

て
一

九

七

六

年

六

月

に

本

学

で

聞

か

れ

た

「

国

際

環

筑
」

シ

ン

ポ

ジ

ウ
ム

で

は 、

政

治

学

的

ア

プ

ロ

ー

チ
、

隔地

史

学

的

ア

プ

ロ

ー

チ
、

地

核

研

究

的

ア

プ
ロ

ー

チ

の

三

お

の

統

合

の

丑

婆

性

が

今

後

の

学

問

的

課

題

と

し

て

確

認

さ

れ

た

乙

と

が

あ

る
。

以

米

卜
一

年

余

の

歳

月

の

の

ち

に
、

地

減

研

究

の

置

要

性

は

さ

ら

に

大

き

く

な

り
、

今

回

の

凶

際

シ

ン

ポ

ジ

ウ
ム

で

は
、

戸・2
H

語

を

け崎

健

と

し
、

社

会

諸

科

学

（

デ

ィ

シ

プ

リ

ン
）

を

学

際

的

も

し

く

は

個

別

屯

点

的

に

羽

入

す

る

総

合

科

学

と

し

て

の

地

峡

研

究

の

位

凶

づ

け

が

か

な

り

明

依

に

な

さ

れ

た

と

と

は
、

き

わ

め

て

大

き

な

収

様

で

あ
っ

た
。

日仙

は
、

一

九

七

六

年

九

刀

刊

行

の

『

版

史

と

米

米

』

第

四
日
ザ

発

刊

に

あ

た
っ

て
、

「

先

週

の

学

部

教

授

会

で
、

地

峡

研

究

の

大

学

院

術

怨

が

念

願

久

し

く

可

決

さ

れ

た
。

j

i－
－
－

い

ま

よ

う

や

く

学

内

で
一

応

の

成

案

を

日比

た

に

す

ぎ

な

い

が
、

し

か

し 、

本

学

の

ぼ

史

に

と
っ

て

は

画

期

的

な
、

新

し

い

第
一

歩

で

あ
っ

た

と

思

う
」

（

巻

頭一一
昌

「

い

士二

度

の

出

発
」

）

と

記

し

た

乙

と

が

あ

る
。

ζ

の

大

学

院

情

想

は

翌

ヒ

ヒ

年

四

月

花

実

現

し
、

本

学

花

地

級

研

究

研

究

科

が

発

足

し

て

す

で

に

十

年

の

滋

刀

を

経

た
。

本

学

で

は

現

花 、

大

学

院

時

士

課

程

設

也

の

準

備

が

進

ん

で

お

り
、

今

倒

の

国

際

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

で

得

ら

れ

た

収

穫

が
、

制

度

的

に

も

実

り

を

も

た

ら

す

乙

と

を

念

制

し

て

い

る
。

（
一

九

八

七

年

ト
一

刀

二

卜

二

日
）
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